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検査を施行した 9 例を対象とした。男子 3 名・女子 6 名であり，子術時年齢は生後 9 カ月..._，] 6カ月(平




















(結果)拡張末期における左室・右室断面積比 (L Varea / R V area) は O.53 ~ 0.96 (0.71 土 0.16)
であった。乙れは心室造影より求めた左室・右室拡張末期容積比( 0.34 -1.00 ( 0.62 士 0.23) )と良好
な正の直線関係を示した (r=0.96 ， P<0.001)。またLV area/ RV area は心臓カテーテノレ検査によって
測定した左室・右室収縮期圧比( 0.24 -1.02 ( 0.56 :i 0.32 ))との聞にも正の直線相関を示した (r = 
0.91 , P< 0.001 )。一方，左室・右室拡張末期圧比は 0.07 -1.20 ( 0.69 士 0.42 )であり，乙れとLVarea
/RVarea との聞には明らかな相関は認めなかった。
(総括)
1. 本症術後例の超音波断層法の評価では右心室(体心室)の著しい拡大を認めた。左室圧の低い例で
は心室中隔の左室側への偏位と左心室の狭小化を認めた。一方 左室圧の高い例で=は心室中隔の偏位は
認めなかった。
2. 季肋下より求めた両心室短軸断層面積比より両心室容積比・圧比の推測が可能であった。
3. 以上から，本症術後例においては両心室の圧関係によって心室中隔の位置が決定され，乙の心室中
隔の位置が左右心室容積に大きく影響していることが推測された。
論文の審査結果の要旨
超音波断層法 lとより大血管転位症術後の心形態を観察し，本症術後の心形態の特徴を明らかにすると
ともに，両心室容積を非観血的 l乙測定した。さらに心室容積・心室中隔運動と心室圧との関係を明確に
し，大血管転位症術後の血行動態の特徴を示した。
本研究は，非観血的な術後残存病変の診断および、経時的な心機能評価を可能としたもので，術後患者
の管理面での意義が大きい。
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